
　

中
越
大
地
震
か
ら
わ
ず
か
三
年
後
の
平
成
十
九
年
七
月
、
震
度
六
強
の
地

震
が
柏
崎
市
を
襲
っ
た
。
被
害
は
人
や
建
物
・
施
設
は
も
と
よ
り
、
原
子
力

発
電
所
へ
の
影
響
を
心
配
す
る
風
評
被
害
も
重
な
っ
て
、
観
光
交
流
産
業
へ

も
広
が
っ
た
。
そ
の
時
、
行
政
は
ど
う
動
き
ど
う
対
処
し
た
の
か
。
こ
の
ダ

メ
ー
ジ
か
ら
立
ち
上
が
る
た
め
に
、
人
々
の
支
え
と
な
っ
た
も
の
は
何
か
。

そ
し
て
た
び
重
な
る
震
災
体
験
は
、
新
生
・
柏
崎
市
に
ど
う
活
か
さ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

大
地
震
発
生
！
住
民
は
、
行
政
は
…

　

ま
た
襲
い
か
か
っ
た
大
地
震
。
倒
壊
す
る
家
屋
、
続
出
す
る
ケ
ガ
人
、

遮
断
さ
れ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
…
突
然
の
危
機
に
対
し
て
、
市
の
対
応
は
。

パ
ニ
ッ
ク
状
態
の
市
内
で
、
詳
し
い
被
害
状
況
を
把
握
す
る
の
は
困
難
。

そ
こ
で
市
が
行
っ
た
こ
と
と
は
。

イ
ザ
と
い
う
時
に
地
域
力
が
問
わ
れ
る

　

こ
の
震
災
に
、
三
年
前
の
被
災
の
経
験
は
ど
う
活
か
さ
れ
た
の
か
。

そ
の
時
、
被
災
者
た
ち
の
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
は
何
だ
っ
た
の
か
。

身
体
だ
け
で
な
く
、
地
震
の
シ
ョ
ッ
ク
や
避
難
の
ス
ト
レ
ス
で
傷
つ
い

た
心
を
ど
の
よ
う
に
ケ
ア
し
た
の
か
。

災
い
を
未
来
の
パ
ワ
ー
に
変
え
て

　

交
通
や
施
設
の
被
害
と
と
も
に
、
原
発
火
災
に
よ
る
風
評
被
害
が
観

光
業
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
観
光
客
を
呼
び
戻
す
た
め
に
、
行
政
は

ど
う
し
た
の
か
。
二
度
の
震
災
か
ら
得
た
も
の
と
は
何
か
。
そ
し
て
新

生
・
柏
崎
が
め
ざ
す
未
来
と
は
。

       CHAPTER 3
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 　　CHAPTER 1
 （P ８）

人とまちに大被害をもたらした震度６強
　平成19年7月16日・午前10時13分に発生。震源のマグニチュード6.8、柏崎市では最大震度６強を観測した。
全壊家屋1121棟、半壊家屋 4583 棟、死者14人。祝日（海の日）だったこと、夏季で食事時でなかったこと
などが幸いし、火災は2件で市街地の火災はなかった。また、東京電力㈱柏崎刈羽原子力発電所では、地震
発生時点で原子炉の運転は正常に停止した。しかし、3号機の変圧器で火災が発生し、後に風評被害を招いて
しまった。
　被災者への対応では、前回震災時の経験を活かし、避難所の設置、食糧供給、高齢者・障害者の安否確認
などが迅速に行われた。また延べ19万人を超える公的人員、延べ約 2万 2千人のボランティアといった県内
外の人的支援を受けて復旧が進行した。

概 要

新潟県中越沖地震―――柏崎市の被害状況と対応

●人的被害　　 死亡者：14 人けが人：1,664 人（重傷 217 人、軽傷 1,447 人）

●住居建物被害　 28,423 棟（平成 21 年 7 月 1 日現在）

●施設被害　　 総額：2,264 億 900 万円（住家、公共・文教施設、道路、河川、
ガス・上下水道関係、農林水産関係など）

●交通機関の被害
　　

国道：国道 8 号が全面通行止め（7 日間）、国道 352 号が椎
谷地区で通行止め（現在、復旧を断念しトンネル整備を開始） 
鉄道：信越本線が全面運休（土砂崩れで 59 日間）　 
バス：路線バスほぼ全便運休（2 日間）

●ライフラインの
被害

電気：停電 23,300 戸（2 日後復旧）、
水道：断水 40,260 戸（19 日後復旧）、
ガス：停止 30,978 戸（42 日後復旧）

〈主な被害状況〉
●避難所の設置　　 避難所数：82 カ所（他に福祉避難所 6 カ所）　

避難人数：ピーク時 11,410 人（延べ 66,345 人）

〈応急期〜復旧期における主な対応〉

　 I C K  U P !P

( 右上から時計回りに ) 柏崎ぎおん
まつり海の花火大会 / 柏崎市の名
物、鯛を使った「鯛めし弁当」/ 震
災後に届いたお見舞い、励ましのは
がき / 住民の感謝の気持ちは今も続
いている / 松雲山荘の紅葉のライト
アップ / 柏崎縁の女流歌人・貞心尼
/ 毎年 7 月に行われるどん GALA!
祭り / 柏崎港観光交流センター「夕
海」。オープン直後に震災に見舞わ
れたが、今年いよいよ再開した

～
震
災
か
ら
力
強
く
立
ち
上
が
る
柏
崎
～

「
復
興
」そ
れ
は
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

三
年
間
で
二
度
の
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
柏
崎
市
。
し
か
し
そ
れ
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
震
災
か

ら
得
た
経
験
と
人
々
の
つ
な
が
り
を
活
力
と
し
て
、新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
未
来
へ
元
気
に
歩
み
出
す
、

柏
崎
市
の
姿
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

震災後の様子

電気のふるさと vol.17 �� 電気のふるさと vol.17



（上）自衛隊による給食サービスは、地
震直後から行われ、ピーク時は54箇所
で実施した。

（右下）県内外から保険師5686名が派
遣。避難所におけるサポートのほか、被
災地全土を訪問しニーズ把握に努めた。

（左下）震災で散乱した家財道具を片付
けるボランティア。作業だけではなく、
元気づけられることも多かったという。

駆
け
つ
け
る
間
に
も
家
が
倒
壊
し
て
い
く

　
「
つ
い
三
年
前
に
起
き
た
の
に
、
ま
さ

か
！
と
い
う
の
が
実
感
で
し
た
」
と
当
時

を
振
り
返
る
の
は
、
柏
崎
市
危
機
管
理

監
の
須
田
幹
一
氏
。
そ
の
日
は
休
日
で
外

出
し
て
い
た
が
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
市

役
所
へ
向
か
っ
た
。
道
路
が
被
害
に
あ
い
、

信
号
機
も
止
ま
っ
て
い
る
。
途
中
、
傾
い

た
家
が
倒
壊
し
て
い
く
の
が
見
え
た
と
い

う
。
発
生
約
二
十
分
後
に
は
市
長
が
到
着
。

十
時
五
十
三
分
に
は
、
市
庁
舎
四
階
に
災

害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
情
報
の
収
集

活
動
が
始
ま
っ
た
。
午
後
に
は
全
職
員
千

七
十
五
人
の
う
ち
八
割
が
登
庁
し
て
い
た
。

午
後
三
時
に
第
一
回
本
部
会
議
が
開
か
れ
、

避
難
所
の
開
設
状
況
、
火
災
救
助
や
病
院

の
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

「
前
回
の
震
災
を
教
訓
に
、
緊
急
時
の
準

備
が
で
き
て
い
た
か
ら
素
早
い
対
応
が
と

れ
た
」
と
須
田
氏
は
語
る
。

で
き
る
だ
け
の
情
報
を
市
民
に
提
供

　

と
は
い
え
、
全
体
の
被
害
状
況
を
把
握

す
る
の
は
困
難
だ
っ
た
。
一
一
九
番
通
報

が
殺
到
し
、
怪
我
人
・
重
傷
者
が
次
々
に

三
年
前
の
震
災
経
験
が
随
所
で
活
か

さ
れ
る

　　

中
越
沖
地
震
で
は
、
そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
対
応
に
お
い
て
前
回
震
災
の
経
験
が
活

か
さ
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
は
、
ま
ず
避
難

所
の
認
知
が
行
き
渡
っ
て
い
た
た
め
、
避
難

が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
地
震
発
生
か
ら
即
時
設
置
し
た
こ
と

で
午
後
に
は
自
衛
隊
が
到
着
し
、
被
害
者
の

救
出
や
安
全
確
保
、
給
水
な
ど
の
支
援
が
迅

速
に
受
け
ら
れ
た
の
も
そ
の
ひ
と
つ
。
救
急

練
を
実
施
し
た
り
、
防
災
携
帯
無
線
を
整

備
す
る
な
ど
の
準
備
を
し
て
い
た
。
小
学
校

の
運
動
会
で
も
、
防
災
活
動
が
競
技
と
な
っ

て
い
る
ほ
ど
だ
。
そ
れ
が
大
き
く
機
能
し
て
、

避
難
誘
導
や
住
民
の
安
否
確
認
が
円
滑
に

行
え
た
の
だ
。

何
よ
り
も
「
人
の
応
援
」
が
あ
り
が

た
い

　

災
害
時
の
犠
牲
と
な
り
や
す
い
の
が
高
齢

者
や
障
害
者
だ
。
そ
こ
で
日
頃
か
ら
彼
ら
の

状
況
を
知
っ
て
い
る
市
の
介
護
高
齢
課
職
員

や
、
民
間
の
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
委

員
ら
が
、
数
日
か
け
て
安
否
の
確
認
を
行
っ

た
。
倒
壊
家
屋
の
巡
回
に
は
多
く
の
警
察
官

や
警
察
犬
が
動
員
さ
れ
た
。
食
糧
や
飲
料
水

な
ど
物
資
の
支
援
も
重
要
だ
が
、
大
災
害
の

直
後
に
必
要
な
の
は
、
や
は
り
人
手
で
あ
る
。

自
衛
隊
や
他
の
市
町
村
の
消
防
・
警
察
な
ど

の
支
援
と
と
も
に
、
大
き
な
力
と
な
っ
た
の

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
だ
っ
た
。
県
内
外

か
ら
延
べ
二
万
千
七
百
人
を
超
え
る
人
々
が

支
援
に
訪
れ
、
避
難
所
で
の
様
々
な
手
伝
い
、

家
の
中
に
散
乱
し
た
家
財
道
具
の
片
づ
け
な

医
療
で
は
、
新
潟
市
民
病
院
D
M
A
T
（
災

害
医
療
チ
ー
ム
）
の
合
計
四
十
三
チ
ー
ム
が
、

そ
の
日
の
う
ち
に
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
。

　

ま
た
、
地
域
で
の
自
主
防
災
会
の
活
躍
も

見
逃
せ
な
い
。
柏
崎
市
で
は
、
地
域
を
昔
か

ら
の
基
本
的
な
小
学
校
区
に
よ
っ
て
三
十
一

に
分
け
、
各
地
区
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と

し
て
独
自
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
と
く
に

三
年
前
の
震
災
で
市
内
最
大
の
被
害
を
受

け
た
北
条
地
区
で
は
、
普
段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
防
災
活
動
が
盛
ん
で
、
毎
月
防
災
訓

ど
を
熱
心
に
行
っ
て
く
れ
た
。
市
で
は
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
職
員
が
受
け
入
れ
や
活
動

の
差
配
な
ど
仲
介
の
役
割
を
果
た
し
た
。

住
民
も
、
は
じ
め
は
「
助
け
て
も
ら
う
か

ら
に
は
、
お
茶
く
ら
い
出
さ
な
け
れ
ば
」
と

か
「
な
に
も
お
礼
が
で
き
な
い
か
ら
、
悪
い

か
ら
」
と
遠
慮
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
次
第

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
（
無
償
で
、
お

礼
は
い
ら
な
い
）
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
、

支
援
は
進
ん
で
い
っ
た
。

ハ
ー
ド
の
支
援
と
と
も
に
ハ
ー
ト
の

ケ
ア
を

　

震
災
は
体
だ
け
で
な
く
、
心
に
も
ダ
メ
ー

ジ
を
及
ぼ
す
。
地
震
の
シ
ョ
ッ
ク
や
恐
怖
心

が
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
て
、
後
々
ま
で
被
災
者

を
苦
し
め
る
の
だ
。
ま
た
避
難
所
生
活
が

長
引
く
こ
と
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
も
心
を
蝕
む
。

市
は
住
民
の
精
神
面
の
ケ
ア
の
た
め
、
避
難

所
へ
医
療
チ
ー
ム
と
は
別
に
保
健
師
や
心
の

大
地
震
発
生
！
住
民
は
、
行
政
は
…

イ
ザ
と
い
う
時
に
、
地
域
力
が
問
わ
れ
る

搬
送
さ
れ
て
救
急
病
院
の
外
来
は
パ
ニ
ッ

ク
状
態
。
多
く
が
近
隣
の
医
療
施
設
に
移

送
さ
れ
た
。
市
職
員
は
受
け
持
ち
地
域
の

情
報
収
集
に
駆
け
つ
け
た
が
、
家
屋
の
倒

壊
状
況
や
住
民
の
安
否
確
認
も
ま
ま
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
市
は
、
ま
ず
市
民
の

各
家
庭
に
設
置
し
た
「
防
災
行
政
無
線

放
送
」
で
、
津
波
情
報
や
交
通
・
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
現
況
、
原
子
力
発
電
所
の
情
報
、

避
難
所
の
案
内
な
ど
、
で
き
る
だ
け
の
情

報
を
発
信
し
続
け
た
。
さ
ら
に
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
の
「
F
M
ピ
ッ
カ
ラ
」

も
全
面
的
に
協
力
し
、
二
十
四
時
間
態
勢

で
震
災
情
報
を
市
民
に
提
供
し
た
。

健
康
調
査
を
す
る「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
チ
ー
ム
」

を
被
災
地
ス
タ
ッ
フ
の
要
請
に
応
じ
て
派
遣

し
て
巡
回
訪
問
を
行
っ
た
。
家
を
失
っ
た
市

民
は
仮
設
住
宅
に
転
居
し
た
が
、
全
部
で
千

七
戸
の
仮
設
住
宅
は
一
カ
所
に
集
め
る
の
で

は
な
く
、
市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と
に
そ

れ
ぞ
れ
建
設
し
た
た
め
、
知
り
合
い
が
多
い

中
で
の
暮
ら
し
に
な
り
、
心
の
負
担
が
少
な

く
安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に

県
の
復
興
資
金
を
利
用
し
、「
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
」
を
市
内
に
設
置
。
現
在
も
無

料
で
心
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

　
「
個
人
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
日
頃
か
ら

の
地
域
で
の
準
備
が
大
切
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。
イ
ザ
と
い
う
時
に
地
域
力
と
い
う
も
の

が
試
さ
れ
ま
す
」
と
柏
崎
市
復
興
支
援
室

長
の
白
川
氏
。
現
在
、
柏
崎
市
で
は
市
民

の
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
地
域
自
主
防
災
会

に
加
入
し
て
い
る
。
震
災
に
遭
っ
た
こ
と
で
、

地
域
の
つ
な
が
り
や
結
束
力
は
確
実
に
高

ま
っ
た
。

倒壊した家屋。突然の震災で全壊した家屋も多かった

商店街も大きな被害に見舞われた

柏崎市復興支援室
室長　白川 信彦　さん

柏崎市危機管理監
須田  幹一　さん

電気のふるさと vol.17 �� 電気のふるさと vol.17



風
評
被
害
も
重
な
り
観
光
業
に
大
ダ

メ
ー
ジ

　

震
災
は
、
柏
崎
市
の
重
要
産
業
で
あ

る
観
光
業
に
も
大
打
撃
と
な
っ
た
。
折
し

も
こ
れ
か
ら
夏
休
み
に
入
り
、
本
格
的
な

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
よ
う
と
す
る
矢

先
に
、
鉄
道
・
道
路
や
海
水
浴
場
の
施
設

が
被
害
に
遭
っ
た
の
だ
。
海
の
大
花
火
大

会
で
知
ら
れ
る
「
ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り
」

も
中
止
に
な
っ
た
。
ま
た
、
柏
崎
刈
羽
原

子
力
発
電
所
の
火
災
に
よ
る
影
響
も
大
き

か
っ
た
（
実
際
に
は
地
震
発
生
後
、
原
子

炉
は
正
常
に
運
転
を
停
止
し
、
放
射
能
漏

れ
も
人
体
に
ま
っ
た
く
問
題
の
な
い
ご
く

微
量
の
も
の
だ
っ
た
）。
何
も
心
配
は
な
い

と
県
知
事
も
新
聞
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
し
た

が
、
前
年
は
百
万
人
を
超
え
た
海
水
浴
客

は
、
風
評
被
害
で
十
六
万
人
に
ま
で
激
減

し
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
こ
で
柏
崎
市
は
、
や
は
り
地
震
で
被

害
を
う
け
た
刈
羽
村
・
出
雲
崎
町
と
広
域

で
連
携
し
て
、
八
月
末
に
「
柏
崎
地
域
観

光
復
興
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
協

同
で
観
光
ピ
ー
ア
ー
ル
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
た
。
し
か
し
そ
の
年
は
復
旧
に
専
念

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

激
減
し
た
海
水
浴
客
を
呼
び
戻
せ
！

　
「
本
格
的
に
ピ
ー
ア
ー
ル
を
始
め
た
の
は

翌
年
五
月
の
連
休
明
け
か
ら
。
上
半
期
が

勝
負
だ
と
思
っ
た
」
と
、
柏
崎
市
産
業
振

興
部
観
光
交
流
課
の
田
村
光
一
氏
は
語
る
。

ポ
ス
タ
ー
、
雑
誌
広
告
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
、
風
評
を
振
り
払
う

べ
く
安
全
な
海
水
浴
場
を
ア
ピ
ー
ル
。
例

年
訪
れ
る
人
の
多
い
関
東
圏
（
群
馬
、
埼

玉
な
ど
）
へ
は
観
光
誘
客
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

に
も
出
か
け
た
。
ま
た
、
N
E
X
C
O
東

日
本
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
、
高
速
道
路
の

「
夏
割
・
海
水
浴
パ
ス
」
を
発
行
し
た
。
以

前
か
ら
リ
ピ
ー
ト
客
に
誘
致
ハ
ガ
キ
な
ど

を
送
っ
て
い
た
浜
茶
屋
（
海
の
家
）・
旅
館
・

民
宿
も
、
安
心
を
訴
え
た
。

　

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の
前
、
毎
年
六
月
十

四
日
か
ら
十
六
日
に
開
催
さ
れ
、
約
一
キ

ロ
に
渡
っ
て
縁
日
の
出
店
が
並
ぶ
『
え
ん

ま
市
』
は
、
例
年
通
り
二
十
万
の
人
出
で

賑
わ
っ
た
。
そ
し
て「
ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り
」

も
復
活
し
、
そ
の
夏
の
海
水
浴
客
数
は
七

十
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
回
復
し
て
、
七
十

五
万
九
千
人
に
な
っ
た
。

　
「
実
際
来
て
み
た
ら
、
海
は
き
れ
い
で
何

の
心
配
も
な
か
っ
た
」
と
い
う
お
客
さ
ん

の
声
が
多
か
っ
た
と
、
田
村
氏
は
胸
を
な

で
下
ろ
し
た
と
い
う
。

強
く
な
っ
た
“
つ
な
が
り
”
で
通
年

型
の
観
光
交
流
を

　

施
設
は
復
旧
し
、
今
年
は
天
候
不
順
と

は
い
え
、
さ
ら
に
海
水
浴
客
数
の
回
復
が

見
込
ま
れ
る
（
平
成
二
十
一
年
八
月
上
旬

現
在
）。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
夏
季
の

観
光
だ
け
に
頼
る
“
海
の
柏
崎
”
で
あ
っ

て
は
い
け
な
い
と
、
柏
崎
市
観
光
交
流
課

長
の
渡
部
智
史
氏
は
話
す
。

「
観
光
交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
、

一
年
を
通
し
て
観
光
客
を
呼
べ
る
柏
崎
の

新
し
い
魅
力
の
開
発
や
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
。

二
度
の
震
災
で
強
く
な
っ
た
地
域
の
つ
な

が
り
や
結
束
力
を
、そ
れ
に
活
か
し
た
い
」

　

そ
こ
で
現
在
推
進
中
な
の
が
、
市
内
に

広
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
七
つ
の
街
道
で

つ
な
げ
、
地
元
の
歴
史
・
文
化
の
魅
力
を

掘
り
起
こ
し
て
い
く
「
七
街
道
」
事
業
だ
。

点
在
す
る
史
跡
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
、「
越

後
柏
崎
七
街
道
」
の
名
の
も
と
に
結
び
つ

け
て
、
市
全
体
を
活
性
化
す
る
試
み
で
あ

る
。
ま
た
、食
に
関
す
る
名
物
づ
く
り
で
は
、

「
鯛
料
理
」
に
注
目
し
て
い
る
。
柏
崎
市

笠
島
沖
は
鯛
の
産
卵
地
で
、
鯛
の
水
揚
げ

量
が
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
今
年
十
月
か

ら
十
二
月
に
J
R
と
地
元
自
治
体
の
協
同

で
実
施
す
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
は
、「
う
ま
さ
ぎ
っ
し
り
新
潟
」

と
題
し
て
食
の
魅
力
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

各
種
特
別
企
画
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
中

で
鯛
料
理
を
盛
り
込
ん
で
い
く
な
ど
、
柏

崎
の
名
物
と
し
て
定
着
さ
せ
る
べ
く
計
画

が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
名
僧
・

良
寛
と
柏
崎
に
縁
が
深
い
貞
心
尼
の
史
跡

を
、
長
岡
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
出
雲
崎
町

〜
柏
崎
市
へ
と
訪
ね
る
「
タ
ク
シ
ー
で
巡

る
良
寛
と
貞
心
尼
を
訪
れ
る
旅
」
を
企
画

（
十
月
か
ら
実
施
予
定
）。
そ
の
た
め
の
観

光
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
講
座
を
八
月
か
ら

開
講
し
、
ガ
イ
ド
志
望
の
市
民
が
参
加
し

て
い
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
様
々
な
年
代
層
に
柏
崎

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
交
流
人
口
を
増

や
し
た
い
。
ま
た
、
市
と
市
民
が
力
を
合

わ
せ
て
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
」

新
生
・
柏
崎
を
め
ざ
し
て

復
興
計
画
を
推
進

　

中
越
沖
地
震
の
翌
年
・
平
成
二
十
年

に
、
柏
崎
市
で
は
一
日
も
早
い
復
興
と
新

生
・
柏
崎
の
創
造
を
め
ざ
し
、「
柏
崎
市

震
災
復
興
計
画
」を
策
定
し
た
。そ
の
中
で
、

復
興
に
は
行
政
が
行
う
「
公
助
」
だ
け
で

な
く
、
一
人
一
人
が
備
え
行
動
す
る
「
自

助
」
と
、
隣
近
所
な
ど
が
助
け
合
い
支
え

合
っ
て
地
域
を
守
る
「
共
助
」
が
必
要
だ

と
述
べ
て
い
る
。
市
民
・
地
域
・
企
業
・

団
体
・
行
政
が
連
携
・
協
力
し
合
あ
う
こ

と
が
復
興
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
と
の
訴

え
は
、
た
び
重
な
る
震
災
を
体
験
し
た
柏

崎
の
言
葉
と
し
て
重
み
が
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
苦
し
い
時
を
乗
り

越
え
て
き
た
経
験
を
経
て
、
柏
崎
は
未
来

に
つ
い
て
こ
う
語
る
。「
震
災
か
ら
の
復

興
と
い
う
の
は
元
に
戻
る
こ
と
で
は
な
く
、

新
し
い
柏
崎
を
造
っ
て
い
く
こ
と
だ
」
と
。

力
強
く
歩
み
を
続
け
る
柏
崎
市
の
こ
れ
か

ら
に
、
ぜ
ひ
注
目
し
て
い
き
た
い
。

災
い
を
未
来
の
パ
ワ
ー
に
変
え
て

　夏の柏崎を代表する風物詩。見物客も巻き込
みながら踊り歩く「民謡街頭流し」、山車や神輿
で勇ましくねり歩く「たる仁和賀」などが行われ
る。とくに約一万五千発の花火が夜空を彩る海
の大花火大会が有名で、毎年二十万人以上の見
物客が訪れる。

観光交流課
課長代理　田村　光一　さん

観光交流課
課長　渡部　智史　さん「海中空スターマイン」「尺玉三百連発」「尺玉百発一

斉打ち」など、勇壮な海上花火を満喫することができ
る。

　市内の宿泊施設・レストランでは、地元の鯛を
使った料理が評判で、県外からも観光客が訪れて
いる。柏崎市では人気の「鯛めし」「鯛茶漬け」な
どの鯛料理を、柏崎名物としてアピールする取組
が進められている。

江戸時代末期に建てられた「六宜閣」（国の登録
有形文化財）で提供されている鯛料理。

柏崎ぎおんまつりと
海の花火大会

名物・鯛料理越後柏崎七街道
　古くから北国往還の要衝であった柏崎は、主な街道沿いに多彩な地域文
化が生まれている。その温故から今様までの多彩な土地柄を、「越後柏崎
七街道」（北

ほっ

国
こく

街道、綾
あや

子
こ

舞
まい

街道、からむし街道、じょんのび街道、鯖
さば

石
いし

街道、
北
ほく

条
じょう

毛
もう

利
り

街道、石油街道）と命名。現在、ガイドブックも作成されており、
柏崎の魅力を体系的に知ることができる。 

「
復
興
」
と
は
新
し
い
柏
崎
を
つ
く
る
こ
と

地
域
一
丸
と
な
っ
て
、
柏
崎
の
魅
力
を
次
々
と
創
造

「北国街道」にある牛が首層内褶曲。
大露頭は東洋一とも言われている

「じょんのび街道」にある萩ノ島かやぶ
きの里と、七街道のパンフレット（右）

柏崎七街道のうちの「北国街道」にある松雲山荘
のライトアップ。11月上旬から下旬に行われる。
大正時代に造園された庭園にある数百本のもみじ
は、全国でも屈指の紅葉スポット。 

電気のふるさと vol.17 1011 電気のふるさと vol.17


